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味
覚
の
宝
庫
・
冬
の
能
登
を
発
信  

の
と
寒
ぶ
り
ま
つ
り

　

冬
の
味
覚
の
代
表
・
の
と
寒
ぶ
り
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
「
の
と
寒
ぶ
り

ま
つ
り
」
が
1
月
18
日
に
宇
出
津
商
店
街
特

設
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。天
候
に
恵
ま
れ
、

青
空
が
見
え
る
中
、
延
べ
5
千
人
が
来
場
し

て
冬
の
味
覚
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
弥い
や
さ
か栄

太
鼓
保
存
会
の
勇
壮
な

太
鼓
で
イ
ベ
ン
ト
開
始
。「
宇
出
津
港
の
と

寒
ぶ
り
」
の
解
体
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
カ
メ
ラ

を
手
に
し
た
人
た
ち
が
鮮
や
か
な
包
丁
さ
ば

き
に
見
入
り
ま
し
た
。
解
体
さ
れ
た
ブ

リ
は
刺
身
に
し
、
会
場
を
訪
れ
た
人
に

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
崎
県
小
林
市
か

ら
前
田
喜
輝
副
市
長
、
小
林
コ
ス
モ
ス

レ
デ
ィ
の
南
み
な
み
ぞ
の薗

真ま

こ子
さ
ん
ら
15
人
が
会

場
を
訪
れ
、
自
慢
の
宮
崎
牛
や
地
鶏
を

販
売
し
ま
し
た
。
小
林
市
で
は
豊
富
な

湧
水
を
利
用
し
て
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
養

殖
、
キ
ャ
ビ
ア
を
特
産
化
し
て
い
ま
す
。

水
槽
で
チ
ョ
ウ
ザ
メ
が
展
示
さ
れ
、
刺
身

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
昼
過
ぎ
に
は
多

く
の
グ
ル
メ
テ
ナ
ン
ト
で
商
品
が

完
売
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

即
売
会
場
で
は
重
さ
7
～
10
㌔

台
の
ブ
リ
１
８
０
本
が
準
備
さ

れ
、
贈
答
用
や
家
庭
用
に
買
い
求

め
る
人
が
列
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
漁
師
の
お
か
み
さ
ん
市
」
に
は

新
鮮
な
海
産
物
も
並
び
、
新
鮮
な

海
の
幸
を
買
い
求
め
る
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

寒
ぶ
り
ま
つ
り
に
あ
わ
せ

空
き
家
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施

空き家に入り、間取りなどを確認した

▲宮崎牛のサイコロステーキに列を作る人たち

小林市の前田副市長と南園さん

会場でぶりしゃぶや塩焼きを味わう人たち

▲オープニングを飾った弥栄太鼓

▲

▲

　

町
へ
の
移
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
空
き

家
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
移
住
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め
、
町
外
か
ら
移
住
し

て
き
た
町
職
員
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

同
行
し
ま
し
た
。
4
組
8
人
が
参
加
し
、
バ

ス
に
乗
車
し
て
午
前
は
海
に
近
い
真
脇
の

家
、
午
後
は
山
沿
い
の
柿
生
で
空
き
家
を
見

学
し
ま
し
た
。
昼
に
は
寒
ぶ
り
ま
つ
り
の
会

場
で
海
の
幸
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
能
登
の
生
活
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
た
」「
地
元
の
方
の
話
が
聞
け
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
天

候
に
恵
ま
れ
、
海
越
し
に
見
え
る
立
山
連
峰

を
眺
め
た
参
加
者
は
、
能
登
町
の
暮
ら
し
に

大
き
な
魅
力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

来
場
者
5
千
人
が

能
登
自
慢
の
味
覚
を
堪
能
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地
域
と
と
も
に
刻
ん
だ
歴
史

松
波
保
育
園
60
年
の
歩
み

力
に
感
謝
を
述
べ
「
保
護
者
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
保
育
に
努
め
た
い
」
と
決
意
を

表
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
内
浦
福
祉
会
が
運
営
す
る

松
波
保
育
園
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
、
昨
年

12
月
20
日
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
高
雅
彦
副
町
長
を
始
め
、行
政
・

福
祉
関
係
者
ら
約
60
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
は
保
護
者
か
ら
公
募
し
て
作
成
さ

れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
つ
ぞ
う
」
が
お
披

露
目
さ
れ
ま
し
た
。
象
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

「
ま
つ
ぞ
う
」
は
園
の
玄
関
に
設
置
さ
れ
、

毎
朝
登
園
す
る
子
ど
も
た
ち
を
出
迎
え
て
い

ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
4
、
5
歳
児

30
人
が
「
唐
獅
子
チ
ビ
ッ
コ
太
鼓
」
を
披
露

し
、
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
辞
で
山
﨑
元
英
園
長
は
こ
れ
ま
で
の
協

式辞を述べる山﨑園長60 周年記念キャラクター「まつぞう」

アトラクション・唐獅子チビッコ太鼓に拍手を贈る参列者

広報うちうら昭和 39 年 4 月号に掲載された集合写真。
背後に鉄道の路盤と橋が見える

　

60
年
の
歴
史
を
持
つ
松
波
保
育
園
に

は
、
親
・
子
・
孫
と
3
代
に
わ
た
り
利
用

す
る
人
も
い
ま
す
。
恋
路
の
坂
下
茂
昭
さ

ん
一
家
で
す
。
約
30
年
前
に
息
子
の
昭
徳

さ
ん
、
現
在
は
孫
の
花
ち
ゃ
ん
が
通
っ
て

い
ま
す
。

　

茂
昭
さ
ん
は
昭
和
39
年
の
卒
園
で
す
。

建
物
は
「
六
角
堂
」
の
近
く
、
現
在
の
松

波
交
差
点
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。
川
が
近

昭和 40 年に建てられた木造の園舎

現在の松波保育園舎

れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
元
年
に
は
学
童
保
育
「
つ
く
し
組
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
初
期
の
利
用
者
は
す
で

に
成
人
し
、
社
会
を
支
え
る
年
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。
未
満
児
な
ど
の
保
育
を
必
要
と
す

る
人
も
多
く
、
少
子
化
が
進
む
中
で
も
、
保

育
園
の
存
在
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

坂
下
さ
ん
は
「
今
後
も
3
代
、
4
代
と
子

ど
も
を
受
け
入
れ
続
け
て
ほ
し
い
」と
話
し
、

園
の
発
展
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

親
子
3
代
で
の
利
用
者
も

か
っ
た
こ
と
か
ら
カ
ニ
捕
り
な
ど

で
遊
ん
だ
記
憶
が
あ
る
そ
う
で
す
。  

　

当
時
は
家
で
子
ど
も
の
面
倒
を

見
る
人
も
多
か
っ
た
た
め
、
現
在

の
よ
う
に
全
員
が
通
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
核

家
族
化
の
進
展
と
と
も
に
保
育
園

の
利
用
者
が
急
増
し
、
当
時
の
松

波
駅
近
く
に
移
転
。
新
た
に
木
造

の
園
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭

徳
さ
ん
は
こ
の
木
造
園
舎
に
通
い

ま
し
た
。現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
建
物
は
昭
和
59
年
に
建
設
さ

茂昭さん（左）と花ちゃんを抱っこする昭徳さん
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お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

て
っ
か
ら
の
里
で
昔
遊
び

　

柳
田
の
学
童
保
育
「
さ
さ
ゆ
り
学
童
ク
ラ
ブ
」
の

1
～
3
年
生
16
人
が
「
て
っ
か
ら
の
里
」
を
訪
れ
、

昔
遊
び
で
お
年
寄
り
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

交
流
に
先
駆
け
て
、
学
童
ク
ラ
ブ
か
ら
お
年
寄
り

一
人
一
人
に
年
賀
状
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
年
賀

状
を
出
し
た
児
童
と
受
け
取
っ
た
入
居
者
が
ペ
ア
を

組
み
、
カ
ル
タ
や
紙
風
船
、
コ
マ
回
し
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
「
て
っ
か
ら
」
と
は
「
自
ら
」
と
い
う
意
味
の
方

言
で
す
。
昨
年
6
月
に
開
設
さ
れ
、
一
人
暮
ら
し
に

不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
高
齢
者
が
共
同

生
活
を
行
い
、
お
互
い
に
見
守
り
や
声
か
け
を
行
い

な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
産
材
で
作
ら
れ
た
新
し
い
建
物
に
は
16
の
居

室
が
あ
り
ま
す
。
多
く
は
あ
え
て
2
階
に
設
け
て
あ

り
、
階
段
の
上
り
下
り
で
介
護
予
防
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。建
物
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
郵
便
局
、

図
書
館
に
隣
接
し
て
い
て
自
由
に
外
出
し
、
自
分
ら

し
い
生
活
を
継
続
で
き
ま
す
。

　

運
営
責
任
者
の
今
圭
子
さ
ん
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
長
年
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者

が
自
分
の
生
き
方
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。
運
営
者
が
一
方
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
の
で
は
な
く
、
お
年
寄
り
が
出
来
る
こ
と
を

自
ら
行
い
、
助
け
合
っ
て
過
ご
す
施
設
が
必
要
と
感

じ
、
株
式
会
社
天
平
の
代
表
・
山
岸
昭
平
さ
ん
に
提

案
。
と
も
に
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。
地
域
に
開
か

れ
た
施
設
と
な
る
よ
う
、
今
さ
ん
は
「
近
所
の
人
も

気
軽
に
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

高
齢
化
は
予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い

て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
待
機
者
は
全
国

で
52
万
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
て
っ
か
ら
の
里
で
は
今

後
も
法
制
度
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
お
年
寄
り

が
自
立
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め

に
、
努
力
を
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
石
川
県
知
事
表
彰

退
職
消
防
団
員
報
償

青
木
岳
晴
（
元
鵜
川
分
団
員
）

牛
岩
泰
祐
（
元
宇
出
津
第
１
分
団
員
）

功
労
章

石
渕
政
信
（
山
田
・
分
団
長
）
坂
下
芳
明
（
高

倉
・
分
団
長
）
細
畑
芳
彦
（
岩
井
戸
・
分
団
長
）

谷
政
伸
一
（
三
波
・
分
団
長
）
新
谷
正
仁
（
小

木
・
分
団
長
）

永
年
勤
続
功
労
章

山
田
久
就（
三
波
・
班
長
）宮
前
博
人（
上
町
・

班
長
）
向　

勇
二
（
不
動
寺
・
団
員
）
玉
西

剛
士
（
高
倉
・
団
員
）

■
能
登
町
長
表
彰

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

壁
下
三
代
治
（
元
秋
吉
分
団
長
）

永
年
勤
続
功
労
章

木
村
尚
司
（
宇
出
津
第
２
・
部
長
）
太
田
豊

和
（
小
木
・
班
長
）
井
上
博
友
（
松
波
・
団
員
）

鍛
治
俊
輔
（
柳
田
・
団
員
）
高
田
弘
太
郎
（
宇

出
津
第
１
・
団
員
）
布
久
保
利
之
（
不
動
寺
・

団
員
）
山
本
智
広
（
鵜
川
・
団
員
）
田
谷
博

幸
（
神
野
・
団
員
）
薮
下
要
介
（
松
波
・
団

員
）
鳥
越
正
春
（
上
町
・
団
員
）
首
田
幸
一

（
岩
井
戸
・
団
員
）

優
良
団
員
表
彰

道
下
佑
太
朗
（
鵜
川
・
団
員
）
須
見
広
文
（
松

波
・
団
員
）
浜　

学
（
高
倉
・
団
員
）
伊
勢

実
（
宇
出
津
第
２
・
団
員
）
波
並
和
磨
（
宇

出
津
第
２
・
団
員
）
今
井
純
志
（
高
倉
・
団

員
）
冨
岡
大
輔
（
高
倉
・
団
員
）
後
田
勇
平

（
小
木
・
団
員
）
町
端　

晃
（
宇
出
津
第
１
・

団
員
）
澤
石
義
永
（
松
波
・
団
員
）

■
消
防
団
長
表
彰

精
勤
章

三
宅
淳
介
（
宇
出
津
第
２
・
団
員
）
木
田
拓

也（
宇
出
津
第
２
・
団
員
）脇　

恭
輔（
上
町
・

団
員
）
丹
羽
俊
満
（
小
間
生
・
団
員
）
山
本

五
十
六
（
神
野
・
団
員
）
黒
田　

繁
（
小
間

生
・
団
員
）

■
平
成
26
年
入
団
者
（
12
人
）

坂
井
翔
太
（
上
町
）
寺
下
伸
芳
（
宇
出
津
第

２
）
橋
本
恭
祐
（
三
波
）
吉
中
伸
幸
（
山
田
）

山
本　

大（
宇
出
津
第
１
）工
藤　

史（
上
町
）

久
田
孝
信（
宇
出
津
第
２
）与
野
井
斗
史（
小

間
生
）
蛸
島
慎
司
（
宇
出
津
第
２
）
橋
本
武

蔵
（
松
波
）
名
竹
和
規
（
不
動
寺
）
井
上
嘉

輝
（
宇
出
津
第
１
）

■
消
防
庁
長
官
表
彰

退
職
消
防
団
員
報
償

壁
下
三
代
治
（
元
秋
吉
分
団
長
）

河
橋　

昇
（
元
宇
出
津
第
１
副
分
団
長
）

南
山
正
樹
（
元
小
木
分
団
班
長
）

上
野　

勧
（
元
神
野
分
団
班
長
）
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能
登
町
消
防
団
出
初
式

1
月
4
日
、
平
成
27
年
町
消
防
団
出
初
式
が
能
都
体
育
館
で
行
わ
れ
、
団
員
約
３
０
０
人

が
参
加
。
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
式
典
後
は
宇
出
津
港
い
や
さ
か
広
場
で

一
斉
放
水
し
、
勇
壮
な
姿
を
見
せ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
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能
登
町
で
は
、
申
告
会
場
で
パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
申
告
受
付
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
申

告
に
必
要
な
も
の
（
下
記
参
照
）
を
持
参
す

る
だ
け
で
、
申
告
書
記
入
の
手
間
を
省
き
、

ス
ム
ー
ズ
に
申
告
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

各
世
帯
へ
の
申
告
書
の
配
布
は
2
月
に
実

施
し
ま
す
。
平
成
27
年
1
月
1
日
現
在
で
、

能
登
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
の
世
帯

に
つ
き
1
枚
配
布
し
ま
す
。
申
告
書
が
必
要

な
人
は
役
場
や
公
民
館
に
予
備
が
あ
る
ほ

か
、
2
月
か
ら
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
☎
（
62
）
８
５
０
５

チェックリスト

□ 印かん（必ずご持参ください）

□ 平成 26 年中の収入のわかる書類（給与・報酬・賃金・
　 年金のある人は源泉徴収票）

□ 生命保険料・地震保険料控除などを受ける人は控除証明書

□ 国民年金保険料などを申告する人は納付額の証明書または
　 領収書

□ 障害者控除を受ける人は障害者手帳・療養手帳など確認
　 できるもの

□ 医療費控除を受ける人は医療費の領収書、補てんされる
　 金額の明細書（ご自分で領収書・レシートの整理、集計を
　 しておいてください）

□ 住宅借入金等特別控除を受ける人はその必要書類

□ 農業所得の申告をするときは、収支内訳書を記入のうえ、
　 収入、支出のわかるもの

□ 所得税の還付を受ける人は本人名義の金融機関名、 口座
　 番号がわかるもの

　

平
成
26
年
分
所
得
税
、
平
成
27
年
度
町
民
税
・
県
民
税
（
国

民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
）

の
申
告
受
付
は
2
月
16
日
㊊
か
ら
3
月
16
日
㊊
ま
で
で
す
。

期
限
内
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆申告に必要なもの

所
得
税
、
町
民
税
・
県
民
税

申
告
は
お
早
め
に

ス
ム
ー
ズ
な
申
告
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

◆申告会場と日程

■受付時間　9:00 ～ 16:00
■会場
  【役場会場】　役場能都庁舎 2 階ロビー
  2 月 16 日㊊～ 3 月 16 日㊊〈土・日曜を除く〉

 【高倉会場】高倉公民館 2 階会議室
　 2 月 16 日㊊

 【小木会場】小木地区活性化センターロビー
　 2 月 17 日㊋～ 20 日㊎

 【鵜川会場】鵜川公民館２階ホール
　 2 月 23 日㊊、24 日㊋

 【柳田会場】柳田庁舎情報センター 1 階会議室
　 2 月 26 日㊍～ 3 月 5 日㊍〈土・日曜を除く〉

 【松波会場】内浦庁舎 3 階第 1 会議室
　 3 月 9 日㊊～ 16 日㊊〈土・日曜を除く〉

ご注意とお願い
○前年収入がなかった人の申告書は、税務課、柳田・
内浦サービス室、小木支所、鵜川支所、高倉出張所
の窓口でも提出できます。町内各公民館に保管封筒
を設置しますので、こちらもご利用ください。
○所得税の確定申告には、源泉徴収票（原本）の　
添付が必要です。
○領収書等は整理のうえ、事前の計算をお願いしま
す。
○青色申告の人は税務署で申告してください。
　（町申告会場では受付できません。）

◆郵送での申告

　ご自分で町民税・県民税申告書を作成できる人は、
郵送による申告が便利です。申告会場に持参するこ
となく、ポストに投函するだけで申告ができます。
郵送する場合は、記載漏れや関係書類の添付漏れが
ないかをよく確認してください。後日、申告内容な
どをお尋ねする場合がありますので、連絡先電話番
号は必ず記入してください。また、申告書控用が必
要な場合は、82 円切手を貼った返信用封筒（定形）
を同封してください。

 宛先
 〒 927-0492　
 石川県鳳珠郡能登町字宇出津新1字197番地1
　能登町役場税務課 宛
（郵便番号を記載すれば住所は省略できます。）

◆期間前申告受付
　申告期間中の混雑緩和のため、所得が年金または

給与のみで所得税の還付申告をする人や、前年収入

がない旨の住民税申告をする人を対象とした申告受

付を実施します。

　会場　役場能都庁舎 2 階ロビー
　　　　2 月 12 日㊍、13 日㊎

　　　　受付時間　9:00 ～ 16:00

◆休日申告受付
　休日しか申告できない人を対象とした申告受付を

次のとおり行いますので、ご利用ください。

　確定申告の場合、税務署が休みのため確認できな

いことがありますのでご了承ください。

　会場　役場能都庁舎 2 階ロビー
　　　　3 月 7 日㊏、8 日㊐

　　　　受付時間　9:00 ～ 16:00

◆税務署による出張相談

08

　2 月 17 日㊋、18 日㊌の 2 日間、能都庁舎 4 階ホー

ルで、輪島税務署と合同で「確定申告相談会」を開

催します。

　営業等所得、不動産所得、配当所得等がある人は、

できるだけこの 2 日間にお越しください。

　税務署から「確定申告のお知らせ」ハガキ・封書

が届いている人は持参してください。　

◆輪島税務署申告相談
　輪島税務署の申告相談会場は 2 月 4 日に開設さ

れます。

　申告期限間近になると大変混雑し、長時間お待ち

いただくことが予想されます。申告書は自分で作成

して、できるだけ早めに提出してください。

相談会場　　 輪島税務署 1 階
　☎ 0768-22-2241
　※自動音声終了後「2」を選択してください。

実施期間　2 月 4 日㊌から 3 月 16 日㊊まで
　　　　　　　　（平日のみ実施）

受付時間　9:00 ～ 16:00
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議
会

能
登
町
議
会
平
成
26
年
第
3
回
12
月
定

例
会
議
は
、
12
月
8
日
に
開
会
し
ま

し
た
。会
期
を
17
日
ま
で
の
10
日
間
と
定
め
、

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
改

正
な
ど
議
案
24
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
、

6
人
が
議
案
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
議

案
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
議
案
23
件
が
原
案

の
と
お
り
可
決
、1
件
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
23
件

（
平
成
26
年
度
補
正
予
算
：
12
件
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

有
線
放
送
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の

指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
並
び
に
指
定
介

護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

・
能
登
町
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て・
能
登
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
町
建
設

計
画
）
の
変
更
に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
（
7
件
・
表
の
と
お
り
）

■
否
決
さ
れ
た
議
案

議
会
議
員
等
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平成 26 年第 3 回
12 月定例会議

11_NOTO＋2015.02

公の施設の指定管理者一覧
施設の名称 指定管理者 指定期間

能登町農産物等直売所（鮭尾直売所） 鮭尾直売所組合　代表　竹本勝栄

平成 27 年 4 月 1 日
～平成 30 年 3 月 31 日

能登町特産物等直売所（桜峠直売所） グループさくら日和　代表　松木俊彦

能登海洋深層水施設 能登町ふれあい公社
代表取締役　持木一茂能登町農林水産物加工開発センター

九十九湾園地施設 能登町観光協会　会長　山本一朗

能登七見健康福祉の郷 能登町ふれあい公社 
代表取締役　持木一茂

平成 27 年 4 月 1 日
～平成 32 年 3 月 31 日七見台潮騒体験農園

みずほ障害者支援センター 社会福祉法人礎会　理事長　石井良明 平成 27 年 1 月 1 日
～平成 29 年 3 月 31 日

能登町こども発達支援センター 社会福祉法人佛子園　理事長　雄谷良成 平成 27 年 4 月 1 日
～平成 32 年 3 月 31 日

能
登
町
議
会
議
事
堂
は

2
月
6
日
に
移
転
し
ま
す

　

平
成
17
年
3
月
の
能
登
町
誕
生
以
来
、

能
登
町
議
会
の
議
事
堂
は
上
町
の
旧
上
町

小
学
校
校
舎
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
2
月
6
日
か
ら
役
場
能
都
庁
舎
に
移

転
し
ま
す
。

　

事
務
局
に
ご
用
の
際
は
4
階
、
会
議
の

傍
聴
な
ど
は
能
都
庁
舎
5
階
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

新
住
所　

〒
９
２
７
・
０
４
９
２

石
川
県
鳳
珠
郡
能
登
町
字
宇
出
津
新

1
字
１
９
７
番
地
1

電
話
番
号

　

０
７
６
８
（
62
）
８
５
４
０

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

　

０
７
６
８
（
62
）
８
５
４
１

役場能都庁舎

所得区分 ひと月あたりの
自己負担限度額

３カ月以上
負担した人

（※ 2）

①
年収約 1,160 万円～

国保：年間所得（※ 1）901 万円超
252,600 円＋

（医療費－842,000円）×1% 140,100 円

②
年収約 770 ～約 1,160 万円

国保：年間所得 600 万円超 901 万円以下
167,400 円＋

（医療費－558,000円）×1% 93,000 円

③
年収約 370 ～約 770 万円

国保：年間所得 210 万円超 600 万円以下
80,100 円＋

（医療費－267,000円）×1%
44,400 円

④
～年収約 370 万円

国保： 年間所得 210 万円以下
57,600 円

⑤ 住民税非課税 35,400 円 24,600 円

内浦商店連盟　

地域の情報発信開始

70 歳未満の皆さんの

高額療養費制度負担額が見直されました
■高額療養費制度とは
　長期入院や治療により、ひと月あたりの医療費の自己負担額が高額に

なった場合、申請により一定の金額（自己負担限度額）を超えて支払った

医療費の給付を受けることができる制度です。

■医療費の限度額・自己負担限度額は
　被保険者の所得区分に応じて決まります。表のとおり平成 27 年 1 月 1

日から適用されています。

　　　　　　　　　　　　　　　問健康福祉課（医療介護）☎ 72-2502

見直し後の限度額

※ 1　ここでいう「年間所得」とは、いわゆる「旧ただし書所得」を指します。
　前年の総所得金額及び山林所得金額並びに株式・長期（短期）譲渡所得金額等の合計額から基礎控
除（33 万円）を控除した額（ただし、雑損失の繰越控除額は控除しない。）です。
※ 2　高額療養費を申請される月以前の直近１２か月の間に高額療養費の支給を受けた月が３か月以
上ある場合は、４か月目から「多数該当」という扱いになり、自己負担限度額が軽減されます。

　内浦商店連盟は元気ある商店街を

めざし、電光掲示板を導入しまし

た。昨年 12 月に小木に 3 基、松波

に 2 基を設置して情報を発信して

います。店舗の情報だけではなく、

公民館や小中学校の行事を告知する

など、大半を地域の情報発信にあて

て、地元密着の商店街を目指します。

代表の石崎さんは「少しでも町が活

性化できれば」と話しました。



　「能登町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、町職員の給与や
職員数などの状況を公表します。
　町職員の給与は、民間企業の給与や国、他の地方公共団体の給与との均衡を考慮し、
人事院および石川県人事委員会の給与勧告を参考に、町議会の議決を経て定めていま
す。
　行政の透明性を確保し、町民の皆さんに一層のご理解をいただけるよう、職員に支
給している給与等のあらましをお知らせします。
　なお、詳しい情報は町のホームページでもご覧いただけます。

１．人件費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳

人口 (25 年度末 ) 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費率
Ｂ / Ａ

24 年度の
人件費率

25 年度 19,535 人 15,584,877 千円 220,718 千円 1,961,307 千円 12.60% 12.10%

２．職員給与費の状況（普通会計決算）
区　分 職員数　Ａ 給与費（職員手当には退職手当を含まない） 一人当たり給与費

Ｂ / Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

25 年度 250 人 841,130 千円 81,593 千円 305,774 千円 1,228,497 千円 4,914 千円

３．職員の初任給の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）
区   分 能登町 石川県 国

一般行政職
大 学 卒 172,200 円 172,200 円 172,200 円

高 校 卒 140,100 円 140,100 円 140,100 円

技能労務職 高 校 卒 137,200 円 ― ―

４．職員の平均給料月額および平均給与月額の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

区   分
能登町 国

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.1 歳 310,927 円 336,990 円 43.5 歳 335,000 円 408,472 円

技能労務職 49.5 歳 251,344 円 276,549 円 50.1 歳 287,992 円 326,611 円

５．一般行政職の級別職員数の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）
区　分 １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級

職　名 主　事
技　師

主　事
技　師

主　幹
係　長
主　査

課長補佐
主　幹

課　長
課参事 課　長

職員数 18 人 21 人 81 人 35 人 15 人 16 人

構成比 9.70% 11.30% 43.50% 18.80% 8.10% 8.60%

注：能登町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

６．職員手当の状況

６―①期末・勤勉手当（26 年度）
区　　分 能登町 国

支 

給 

率

期末手当 2.60 月分 2.60 月分

勤勉手当 1.50 月分 1.50 月分

計 4.10 月分 4.10 月分

加算措置 職制上の段階、職務の級などによる

６―②退職手当（25 年度）
区　　分 自己都合 勧奨定年

支 

給 

率

勤続 20 年 23.03 月分 30.87 月分

勤続 25 年 32.83 月分 38.955 月分

勤続 35 年 46.55 月分 55.86 月分

最高限度 55.86 月分 55.86 月分

平均支給額 19,734 千円

加算措置 定年前早期退職の場合
2 ～ 20％加算

６―③通勤・扶養手当　国の基準と同じ

６―④時間外勤務手当（普通会計）

24 年度
支給総額 15,879 千円

職員１人当たり支給年額 63 千円

６―⑤特殊勤務手当（25 年度普通会計）
区　　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 27.20%

支給対象職員１人当たり平均支給年額 52 千円

手当の種類（手当数） 7 種類

７．特別職の報酬等の状況
区　分 月　額 期 末 手 当

給　料
町　長

副町長

820,000 円

590,000 円

６月期  1.40 月
12 月期  1.70 月

計　3.10 月

報　酬

議　長

副議長

議　員

275,000 円

245,000 円

225,000 円

６月期  1.40 月
12 月期  1.70 月

計　3.10 月

８．給与水準（ラスパイレス指数※）
区　分 24 年度 25 年度

能 登 町 98.3 98.7

県内町 96.8 97.2

全国町村 103.3 103.2

※国を 100 としたもの

９．部門別職員数の状況（4 月 1 日現在）
区　　　分

職員数
前年比25 年度 26 年度

一般行政

議会

総務

税務

労働

農林水産

商工

土木

民生

衛生

4

74

14

2

14

7

13

61

32

3

76

14

2

14

7

13

60

30

△ 1

2

0

0

0

0

0

△ 1

△ 2
小計 221 219 △ 2

特別行政 教育 29 29 0

公営企業
等会計

病院

水道

下水道

その他

129

12

7

16

130

13

7

17

1

1

0

1

小計 164 167 3

合　　　　計 414 415 1

１０．定員適正化計画
①適正な定員管理
　徹底したスクラップ・アンド・ビルドにより、
総数の増加を極力抑制するなかで、政策の変化
や業務量の変化に応じた職員の適正配置に努め
ています。

②採用・退職の状況
区　分 23 年度

（人）
24 年度
（人）

25 年度
（人）

26 年度
（人）

前年度
退職者等

行政職等 25 34 16 14
医療職 5 8 19 12

新規
採用等

行政職等 16 18 7 17
医療職 9 10 12 10

年度当初職員数 444 430 414 415
前　　年　　比 △ 5 △ 14 △ 16 1

町職員の
給与等の
あらまし
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